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七夕笹飾り
恒例の鹿野川夏まつり行事のひとつ、七夕笹飾り。毎年大勢

のお客さんが、鹿野川商店街を訪れ、この笹飾りのトソネルを

くぐりぬけて夜市を楽しみます。
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世帯数 1,070描 (-2)
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0酋。＠。座） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章）
臼 (2)

第
二
十
二
回
愛
媛
県
消
防
操

法
大
洲
喜
多
地
区
大
会
が
七
月

三
十
日
、
大
洲
市
若
宮
の
河
川

敷
グ
ラ
ウ
ソ
ド
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。今
年
は
予
子
林
地
区
の
肱
川

町
消
防
団
第
五
分
団
（
畦
崎
和

男
分
団
長
）
が
出
場
し
、
小
型

ポ
芝
フ
の
部
で
見
事
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

大
会
の
当
日
は
、
台
風
7
号

の
影
響
で
天
候
の
悪
化
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
大
洲
市
・
喜

多
郡
内
か
ら
小
型
ポ
ソ
プ
の
部

十
チ
ー
ム
、
ポ
ソ
プ
車
の
部
五

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
日
頃
の
訓

練
の
成
果
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

ポ
ソ
プ
操
法
は
、
エ
ソ
ジ
ソ
を

か
け
、
ホ
ー
ス
を
延
ば
し
て
水

で
的
を
倒
す
ま
で
き
び
き
び
と

し
た
動
作
で
行
わ
れ
、
そ
の
早

さ
、
正
確
さ
、
規
律
正
し
さ
が

採
点
さ
れ
ま
す
。

会
場
に
は
、
消
防
団
の
ほ
か

町
、
議
会
、
地
元
の
関
係
者
約

七
十
人
が
肱
川
町
代
表
チ
ー
ム

の
応
援
に
か
け
つ
け
、
最
後
ま

で
大
会
を
見
守
り
「
優
勝
」
と

の
結
果
発
表
に
歓
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員
の

志
気
の
向
上
と
消
防
精
神
の
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
隔
年

で
行
わ
れ
て
お
り
、
本
町
で
は

出
場
分
団
が
長
期
に
わ
た
り
訓

練
を
重
ね
て
大
会
に
臨
み
、
毎

回
立
派
な
成
績
を
収
め
て
い
ま

第

五

分

団

が

優

勝

ー
泊
防
操
法
大
会
1

す。
今
回
も
、
選
手
の
活
躍
は
も

と
よ
り
、
分
団
全
体
の
取
り
組

み
に
よ
っ
て
勝
ち
取
っ
た
成
果

と
言
え
ま
す
。
第
五
分
団
の
皆

さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す。
ま
た
、
九
月
十
日
に
松
山
市

で
行
わ
れ
る
愛
媛
県
大
会
に
大

洲
市
・
喜
多
郡
の
代
表
と
し
て

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

第
五
分
団
の
健
闘
を
祈
る
と
と

も
に
、
町
内
の
皆
さ
ん
の
ご
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

0
出
場
選
手
名

指

揮

者

班

長

一
番
員
団
員

二

番

員

団

員

三

番

員

団

員

補

欠

団

員

山
下
雅
英

橋
本
孝
博

松

田

勉

井
脇
忠
志

清

水

修

り
な
情
報
、
楽
し
バい
話
題
を
教
え

G
ぐ
ピ
さ
、
゜

”
里
親
“
美
し
い
川
守

11の
,＇ノ
り
ま
す
。

大
洲
高
等
学
校
肱
川
分
校
は
、

こ
の
ほ
ど
愛
媛
県
か
ら
同
校
近

く
の
肱
川
の
「
里
親
」
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

コ
イ
が
泳
ぎ
小
鳥
が
さ
え
ず

り
、
ホ
タ
ル
が
飛
び
か
う
場
所

が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
家
庭
ご

み
や
空
き
缶
、
冷
蔵
庫
な
ど
の

粗
大
ご
み
が
散
乱
す
る
場
所
が

あ
り
ま
す
。
鹿
野
川
ダ
ム
か
ら

鳥
首
ま
で
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余

り
を
歩
く
と
肱
川
は
い
ろ
い
ろ

な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

善
意
の
住
民
が
空
缶
拾
い
を
し

て
も
、
ご
み
の
投
棄
が
繰
り
返

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
に
持
ち
上
が
っ
た
の
が
、

住
民
団
体
に
河
川
敷
の
里
親
に

な
っ
て
も
ら
い
県
内
の
の
二
十

四
の
河
川
の
美
化
を
進
め
る
と

い
う
県
の
「
河
川
里
親
制
度
」
で

す。
こ
の
河
川
の
里
親
制
度
は
、

県
が
親
と
な
り
、
子
ど
も
が
川

で
、
住
民
団
体
を
里
親
と
し
て
、

一
級
及
び
二
級
河
川
を
愛
護
団

体、

N
P
o
企
業
等
の
自
発
的

な
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、

行
政
と
住
民
と
が
パ
ー
ト
ナ
ー

と
な
り
、
親
代
わ
り
の
気
持
ち

で
、
そ
の
地
区
の
「
里
親
」
と
し

て
、
・
「
養
子
」
で
あ
る
河
川
の
除

草
や
清
掃
、
水
生
生
物
の
調
査
、

水
質
調
査
、
ゴ
ミ
投
棄
防
止
の

啓
発
、
な
ど
の
活
動
を
二
年
間

定
期
的
に
行
っ
て
も
ら
う
制
度

で
す
。肱
川
分
校
で
は
、
八
月
二
十

一
日
に
、
同
校
裏
の
肱
川
に

「
里
親
の
看
板
」
を
立
て
た
り
、

清
掃
、
美
化
活
動
を
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

平
成
十
二
年
度
は
三
十
六
団
体

の
里
親
が
決
定
し
ま
し
た
。
県

で
は
、
こ
れ
か
ら
も
里
親
を
増

や
し
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
の
力
を
借

り
て
、
河
川
へ
の
不
法
投
棄
が

な
く
な
る
な
ど
、
河
川
を
美
し

く
守
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
け

ば
と
話
し
て
い
ま
す
。
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(3) ~毯。＠。座） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 四
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肱
川
町
は
、
平
成
九
年
九
月

「
全
国
風
サ
ミ
ッ
ト
」
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
北
海
道
え
り
も
町

「
風
の
館
」
と
肱
川
町
「
風
の
博

物
館
」
が
姉
妹
館
提
携
し
、
両

館
の
啓
発
と
両
町
の
友
好
と
交

流
を
続
け
て
い
ま
す
。

八
月
五
日
ー
七
日
、
夏
休
み

を
利
用
し
て
、
え
り
も
町
の
三

つ
の
中
学
校
か
ら
生
徒
十
名
・

引
率
者
四
名
が
肱
川
町
で
友
好

と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
え
り

も
町
の
中
学
生
が
、
肱
川
町
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
の
は
初

め
て
の
こ
と
で
す
。
最
初
生
徒

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
ー

た
ち
は
、
環
境
の
ち
が
い
に
大

変
戸
惑
っ
て
い
た
様
子
で
し
た

が
、
風
の
博
物
館
の
え
り
も
町

コ
ー
ナ
ー
を
見
つ
け
、
肱
川
町

と
え
り
も
町
の
結
び
つ
き
の
深

さ
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
よ
う

で
す
。肱
川
町
で
の
三
日
間
、
生
徒

た
ち
は
町
内
の
民
家
で
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
行
い
、
町
内
の
施
設

の
見
学
や
稲
刈
り
・
う
ど
ん
打

ち
・
餅
つ
き
を
体
験
し
ま
し
た
。

ど
れ
も
え
り
も
町
で
は
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
ば
か

り
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

北
海
道
え
り
も
町
と
の
交
流

えりも町のみなさん肱川町の印象は？

0山ばっかりでびっくりした

0暑くて暑くて死にそうだった

0高い所に家があるのでびっくりした

0自然がたくさんあってきれいな所

0山が多くてみなさんやさしくていい町

0空や緑のすごくきれいな町

0自然が豊かでおちつく

0緑がいっぱいあってすごく楽しい町

0自然あふれる町で地域の方々が温かくて大変

よかった

0北海道とは異なった環境でとても興味深かっ

た

0心の風をおこしているという職員さんの言棄

0山と坂の町

◆大発見！会話の中からえりも町のこんなことがわ

かりました。えりも町は、こんぶ漁の町。朝は早起

き。小学校7.中学校3校。町立の高校をもってい

る。スクールバス通学。ダムがない。つの虫はいる

けどかぶと虫はいない。海でシャケ釣りができる。

川ではシャケ禁漁。風が強くて農作物はあまり育た

ない。水田がない。お米は買って食べている。雪は

あまり積もらない。

◆肱川町のみなさん、肱川町交流協会主催の北海道

えりも町との交流事業「ホームステイ」受入に対して、

ご支援・ご協力をいただきまして、誠にありがとう

ございました。このえりも町との交流で学んだこと

を、今後の町づくりに生かしたいと思います。 v .．・-9ヽ r . 
<... . ・ 
←エ`` ・一 ・ コ、



柩庖。＠。座） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 臼 (4)

クリーンで安全 太陽エネルギー

〔光と熱エネルギー〕

地
球
環
境
に
関
心
が
集
ま
る

今
日
、
肱
川
町
で
も
ク
リ
ー
ソ

で
安
全
な
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
利
用
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。今
回
は
、
町
内
の
利
用
方
法

や
そ
の
状
況
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

電力量計

しL....J
買電 売電

住宅用分電盤パワーコンティショナ
ヽ

一 i '.-

」|□（箪
電化製品

太陽光発電システムイメージ図

有
効
利
用
の
方
法
―
つ
目
は
、

太
陽
光
発
電
、ソ
ス
テ
ム
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
太
陽
の

光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
太
陽
電
池
で

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
か
え
る
方

法
で
す
。

こ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
仕
組
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ま
ず
、
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル

が
、
太
陽
光
で
直
流
電
力
を
発

生
さ
せ
ま
す
。
つ
ぎ
に
こ
の
直

流
電
力
が
接
続
箱
を
通
っ
て
パ

ワ
ー
コ
ソ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
に
送

ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
直
流
電
力

が
交
流
電
力
に
変
換
さ
れ
、
分

電
盤
を
通
っ
て
施
設
内
に
電
気

が
供
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
風
の
博

鹿野川第2団地に設置した太陽電池

物
館
と
町
営
住
宅
鹿
野
川
第
二

団
地
（
大
駄
場
）
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
風
の
博
物
館
は
、
太
陽

電
池
パ
ネ
ル
（
モ
ジ
ュ
ー
ル
）
を

二
百
九
十
四
枚
使
い
二

0
キ
ロ

ワ
ッ
ト
の
発
電
能
力
が
あ
り
ま

す
。
町
営
住
宅
鹿
野
川
第
二
団

地
（
五
戸
）
は
、
パ
ネ
ル
四
十
二

枚
で
三

・
一
五
キ
ロ
ワ

ッ
ト
の

シ
ス
テ
ム
を
五
基
設
置
し
て
い

ま
す
。こ
れ
ら
は
、
四
国
電
力
と
電

線
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
太
陽
が
輝
く
晴
天
の

昼
間
な
ど
、
発
電
量
が
施
設
の

電
力
消
費
量
を
上
回
る
場
合
は

四
国
電
力
に
電
気
を
売
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
余
っ
た
電

気
の
売
買
は
自
動
的
に
行
わ
れ

る
の
で
、
面
倒
な
計
算
な
ど
一

切
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
、

夜
間
や
雨
天
な
ど
は
四
国
電
力

か
ら
電
気
を
買
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
曇
り
や
雨
の
日
な
ど

光
が
ゼ
ロ
で
な
け
れ
ば
、
わ
ず

か
ず
つ
で
も
発
電
す
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
う
い
っ
た
一
般
住
宅
へ
の

太
陽
光
発
電
、ソ
ス
テ
ム
の
普
及

を
図
る
た
め
、
現
在
国
で
は
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
(
N
E
F
)

の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
基

盤
整
備
事
業
を
通
じ
て
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
二
つ
目
の
有
効
利

用
の
方
法
と
し
て
、
太
陽
熱
温

水
器
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、 太陽光発電のため設けたパネル（風の博物館）



(5)勉。c。座） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 后

サントマトの太陽熱温水機（大谷）

太
陽
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
し
て
い
る
も
の
で
す
。
熱

温
水
器
は
家
庭
で
も
給
湯
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

肱
川
町
は
、
家
庭
で
使
う

二

0
倍
以
上
規
模
の
温
水
器

を
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

か
わ
か
み
荘
、

C
B
C
予
子

林
と
肱
川
サ
ソ
ト
マ
ト
コ
ー

ポ
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス

に
使
っ
て
い
ま
す
。
か
わ
か

み
荘
で
は
、
給
湯

・
暖
房
、
ソ

ス
テ
ム
と
し
て
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
ハ
ウ
ス
で
は
、
暖
房
シ

ス
テ
ム
と
し
て
利
用
し
て
い

ま
す
。こ
の
よ
う
に
肱
川
町
で
は
、

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め

一

ク
リ
ー
ソ
で
安
全
な
自
然
エ

9
i

ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
町
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
す
ば
ら

し
い
長
所

①
温
室
効
果
を
も
た
ら
す
い
か

な
る
ガ
ス
（
主
に
二
酸
化
炭
素
）

も
発
生
し
ま
せ
ん
。

②
酸
性
雨
の
原
因
と
な
る
い
か

な
る
ガ
ス
（
主
に
二
酸
化
炭
素
）

も
発
生
し
ま
せ
ん
。

③
オ
ゾ
ソ
層
を
破
壊
す
る
化
学

物
質
と
は
ま
っ
た
く
無
縁
で
す
。

④
放
射
性
物
質
と
は
ま
っ
た
＜

無
関
係
で
す
。

⑤
地
球
の
ト
ー
タ
ル
熱
バ
ラ
ソ

ス
を
乱
し
ま
せ
ん
。

かわかみ荘に設置した太陽熱温水器

（太陽ひとくちメモ）

1.地球の誕生は約46億年前。人類の祖先は約100万年

前に誕生したといわれています。

2.太陽の直径は約140万kmで、約1.3万kmの地球の約

108倍です。地球を直径41mmのゴルフポールにたと

えると、太陽は470m離れたところにあって直径4.4m

の大きさになります

3.地球から太陽までの距離は1億5.000万kmあります。

●人間が特速4kmで4.280年かかる。

•新幹線が時速200kmで86年かかる。

•ジェット機が時速900kmで19年かかる。

4. 1年間は3.153万6.000秒。このあいだに地球は秒速

30kmで、太陽の周り 9億6.000万kmの軌道を一周す

る。

直径
約l.3万km

地球の108倍
直径140万km

5.太陽エネルギーの大きさ

太陽エネルギーは、地表からの高さ80kmの大気

圏外で受ける太陽ふく射エネルギーの強さで表すと、

その置は1,164kcal/ mhとなります。

（この値を太陽エネルギー定数という。）

この太陽エネルギーは、大気層で反射したり、大

気圏を通過するときに吸収され地球上にその約74%

が到達します。この値は860kcal/m2(1 kw)となりま

す。



柩。＠⑱ 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 且 (6)

大
雨
に
よ
る
災
害
の
多
く
は
、

狭
い
範
囲
に
短
時
間
の
強
い
雨

が
集
中
し
て
降
る
こ
と
に
よ
り

発
生
し
ま
す
。

自
分
の
所
で
は
睛
れ
て
い
て

も
、
ほ
ん
の
数
キ
ロ
離
れ
た
所

で
は
災
害
が
発
生
す
る
よ
う
な

大
雨
が
降
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
河
川
の
上
流
で
降
っ

た
雨
が
下
流
に
影
響
を
も
た
ら

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
つ
、

自
分
の
所
に
災
害
が
及
ぶ
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。

大
雨
な
ど
の
情
報
の
把
握
と
、

日
ご
ろ
の
「
災
害
へ
の
備
え
」
が

大
切
で
す
。

大
雨
災
害
か
ら
身
を

守
る 一
災害に

備える
f
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気
象
台
か
ら
は
、
災
害
が
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
る
時
に
「
注

意
報
」
や
「
警
報
」
等
の
気
象
情

報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
気
象
情

報
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

N

T
T
の
1
1
7
番
、
イ
ソ
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
か
ら
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

気
象
情
報
は
時
々
刻
々
と
変

化
し
ま
す
。
最
新
の
情
報
を
得

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

台
風
と
熱
帯
低
気
圧
の

表
現
の
変
更

気
象
庁
は
、
こ
れ
ま
で
熱
帯

低
気
圧
や
台
風
に
つ
い
て
「
弱

い
」
や
「
小
さ
い
」
と
い
っ
た
形

容
詞
を
用
い
て
、
そ
の
性
質
を

表
現
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
「
ご
く
小
さ
い
弱

い
台
風
」
や
「
弱
い
熱
帯
低
気
圧
」

で
あ
っ
て
も
状
況
に
よ
っ
て
は

多
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と

が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
表
現
は

防
災
上
必
ず
し
も
適
切
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
台
風
の
大
き
さ
・

強
さ
及
び
熱
帯
低
気
圧
の
分
類

の
表
現
に
つ
い
て
、
「
弱
い
」
や

「
小
さ
い
」
と
い

っ
た
用
語
の
使

用
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

気
象
情
報
に
注
意
を

＇ ／
ー
＼

言
台
風
が
近
づ
い
た
ら

0

家
の
回
り
を
点
検
し
、
排

水
溝
な
ど
を
掃
除
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

0

で
き
る
だ
け
外
出
は
避
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

- -- • → - - -- ― ー・ → 一•—-
（旧）

弱い熱帯低気圧

台風

防災行政無線個別受信機の

電池交換について
みなさんのお宅の防災行政無線個別受信

機の調子はいかがですか。

電源スイッチが、常に「入り」になってい

るでしょうか。電池が古くなると、雑音が

発生したり、故障の原因になったりするこ

とがあります。 1年に一度は、新しい電池

と交換しましょう。単2形乾電池4個が必

要です。電池ケースの表示に合わせ正しく

お入れください。

なお詳しいことは、防災行政無線個別受

信機取扱説明書を参考にしてください。

台風の大きさの分類

平均15mls以上
（新） （旧）

の強風域の半径

200km未満 ごく小さい

〈表現なし〉
200km以上 小型
300km未満 （小さい）

300km以上 中型
500km未満 （なみの大きさ）

500km以上 大型 大型
800km未満 （大きい） （大きい）

800km以上 （超大型） 超大型
（非常に大きい） （非常に大きい）

台風の強さのり分類

最大風速 （新） （旧）

17ml s以上 弱い
25ml s未満

〈表現なし〉
25ml s以上 なみの強さ
33ml s未満
33ml s以上 強い 強い
44ml s未満
44ml s以上 非常に強い 非常に強い
54ml s未満
54ml s以上 猛烈な 猛烈な



(7) ~毯。＠。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 臼

七
月
二
十
八
日
（
金
）
中
野
小

学
校
に
お
い
て
、
午
前
九
時
か

ら
親
子
生
活
習
慣
病
予
防
教
室

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

子
供
の
こ
ろ
か
ら
の
動
物
性
脂

肪
や
糖
分
の
と
り
過
ぎ
な
ど
の

栄
養
の
偏
り
、
夜
更
か
し
、
朝

寝
坊
と
い
っ
た
生
活
の
乱
れ
に

よ
る
不
規
則
な
食
生
活
、
運
動

不
足
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
中、

子
供
の
う
ち
か
ら
正
し
い
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
目

的
で
、
教
育
委
員
会

・
大
洲
保

健
所
・
保
健
セ
ソ
タ
ー
が
、
合

＼ 叫正it
る L
くく く

同
で
年
一
回
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。
今
年
は
、
幼
児
・
幼

稚
園
児
十
二
名
、
小
中
学
生
二

十
名
、
保
護
者
十
二
名
、
ボ
ラ

ソ
テ
ィ
ア
五
名
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
Q

今
回
は
、
健
康
づ
く
り
の
三

本
柱
の
食
事
、
運
動
、
休
養
の

中
の
、
「
食
」
に
メ
イ
ン
を
置
い

て
学
習
し
ま
し
た
。
そ
の
ま
ん

ま
料
理
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
一

回
に
と
り
た
い
食
事
を
各
自
組

み
合
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

約
二
百
種
類
の
カ
ー
ド
の
中
か

親
子
生
活
習
慎
病
予
防
教
室
に
つ
い
て

保
f

健

だ

よ

り

ら
、
お
に
ぎ
り
と
サ
ソ
ド
イ
ッ

チ
を
一
緒
に
食
べ
た
い
と
組
み

合
わ
せ
た
子
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
と
え
だ
豆
、
ク
ッ
キ
ー
を
組

み
合
わ
せ
た
子
が
い
た
り
と
さ

ま
ざ
ま
で
し
た
。
そ
の
中
で
、

食
事
を
す
る
時
は
、
赤
・
黄
・

青
の
食
品
を
考
え
て
食
べ
る
こ

と
、
主
食
・
副
食
・

副
菜
を

3

対
2
対
1
の
割
合
で
食
べ
る
こ

と
な
ど
を
説
明
し
て
い
だ
た
き

ま
し
た
。
こ
の
カ
ー
ド
は
五
歳

の
子
ど
も
さ
ん
に
も
楽
し
め
た

よ
う
で
す
。

そ
の
後
、
実
際
に
六
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
学
校
給
食
セ

ソ
タ
ー
の
二
宮
栄
養
士
さ
ん
の

ご
指
導
に
よ
り
、
四
品
の
調
理

実
習
を
行
い
ま
し
た
。
目
と
舌

で
実
感
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
我
が
家
は
味
が
濃
い
目
だ
な

ぁ
。
」
と
か
「
野
菜
は
こ
ん
な
に

食
べ
て
い
な
い
。
」
と
か
「
う
ち

は
食
べ
す
ぎ
な
の
か
な
あ
。
」

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
声
が
上
が

り
ま
し
た
。

一
番
好
評
だ
っ
た
鶏
肉
料
理

の
作
り
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
度
ご
家
庭
で
も
お
試
し
く
だ

さ
い
。今
回
は
、
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
の

方
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
調
理

実
習
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
べ
た
こ

と
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

鶏肉のバイナップル煮
献立の記入材料は、 4人分の目安です。

エネルギー266キロカロリー
蛋白質 17. 7 g 
カルシウム15mg

鶏骨付きぷつ切り肉

480 g 

パイナップル缶詰

2809 

ねぎ 1/2本

生姜 1かけ

サラダ油 大さじ2

しょうゆ 大さじ 1

しょうゆ大さじ21/2

［酒 大さじ11/2 

砂糖 大さじ 2/3

水 1カップ

パイナップルの缶汁

大さじ3

① 鶏肉はさっと水洗いし、表面の血や余分
な脂を除き、水気を拭きとる。ポールに入
れてしょうゆ大さじ 1を加え、手でもむよ
うにして下味をつける。
② 鍋を熱し油を入れて、よくなじませる。
鶏肉とねぎのぷつ切り・生姜の薄切りを
入れ、強火で炒め、肉の表面を焼き色をつ
ける。
（中まで火を通さなくてよい）

③ 肉から脂が出てたまる程多くなったら、
すくい取り、残りのしょうゆ・酒•砂糖を
加えかる＜炒める。よくなじんだら水1C 
を加え、煮立ったらアクをていねいにすく
い取り、弱火にしてふたをし12~13分、と
きどき上下をかえしながら煮る。
④ パイナップルの缶汁大さじ3を加え、汁
気がなくなるまで煮る。
ねぎと生姜をとり除いて火を弱め、水気
をとばすように混ぜながら照りをつける。
⑤器に盛り、パイナップルの輪切りを切つ
てまわりに飾る。

:；安：
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五
向
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レ
マ

邑
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 后

保険税は納期内に納めましょう

〇険税を滞納していると

災害など、特別な事情がないのに、長い間国民健康保険

税を滞納し、督促や納付相談などにも応じないときは、次

のような処分を受けます。

A保険証迄返
してもらっ

（代わりに
、 9
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(8) 

知
阿
し
が

い
ま
年
金

貝
ぅす

介護保険の保険料を滞納すると、介護保険の給付一時差し
止めなどの措置がとられます。

豆知識 保険税の減免制度
災害などにより保険税の納付が困難になったときは、早めに担当
窓口で相談してください。申請により、減額や免除などができるこ
とがあります。

戸ーーペ尤磁切四囀ー一→

『]［］［9]

'［//i!／］『う鳳しに・
すす

ま生
までま電←。 れ登

年
金
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
基
礎
年
金
番
号
は
、
国
民
年

金
・
厚
生
年
金
・
共
済
組
合
す

べ
て
の
制
度
に
共
通
し
て
、
一

生
涯
使
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
基
礎
年
金
番
号
が

2
つ
以
上

あ
る
と
、
加
入
の
記
録
が
分
散

さ
れ
、
年
金
の
給
付
を
受
け
る

と
き
の
職
歴
調
査
な
ど
で
手
問

ど
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
不
都
合
が
生
じ

な
い
た
め
に
も
、
年
金
手
帳
が

何
冊
あ
る
か
を
確
認
し
て
、

2

つ
以
上
あ
っ
た
場
合
は
、

1
つ

に
統
合
す
る
手
続
き
を
行
い
ま

し
ょ
う
。



(9)柩毯。＠。座） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 厩

倉田象雲 氏

「
倉
田
象
雲
」

書
は
人
な
り

人
は
体
を
表
わ
し

体
は
心
を
わ
す

知
之
者
不
如
好
之
者

好
之
者
不
如
楽
之
有

（
釈
）
之
を
知
る
者
は
之
を
好
む

者
に
し
か
ず
、
之
を
好
む
者
は

之
を
楽
し
む
者
に
し
か
ず
。

書
道
家
倉
田
象
雲
氏
は
、
日

本
書
道
美
術
館
参
与
、
日
本
書

道
技
能
認
定
試
験
委
員
、
一
般

部
師
範
等
を
さ
れ
て
お
り
、
日

華
展
、
全
日
展
、
日
本
書
道
美

術
館
展
等
で
多
く
の
入
選
、
入

賞
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
書
業
三
十
八
周
年

近
作
特
選
作
品
展
と
し
て
、
楷

書
、
行
書
、
草
書
、
隷
書
等
に

よ
り
、
横
額
（
扁
額
）
「亀
鶴
寿
」

の
作
品
を
は
じ
め
、
条
幅
（
全

1風博通信 I

紙
、
尺
八
、
半
切
）
「
千
字
文
」
、

茶
掛
、
拝
画
等
の
約
百
八
十
点

を
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
展
示
期
間
中
、
先
着

百
名
の
方
に
色
紙
を
プ
レ
ゼ
ソ

ト
さ
れ
ま
す
。
書
に
ご
関
心
の

あ
る
方
、
ご
家
族
お
友
達
と
お

誘
い
あ
わ
せ
て
ご
鑑
賞
く
だ
さ

、。しお
問
い
合
わ
せ
先

風
の
博
物
館

6

三
四
ー
ニ
―
八
一

展
示
期
間

九
月
二
十
日
し
十
月
二
十
三
日

毎
週
火
曜
日
休
館

展
示
場
所

風
の
博
物
館
（
展
示
室
）

入

場

料

＿

般

三

百

円

作
品
展

仲
秋
の
風
と
龍

そ
し
て
歌
麿

．
 

み
な
さ
ん
、
九
月
九
日
が
「
救
急
の
日
」
で
あ
る
こ
と

を
ご
存
じ
で
す
か
。

こ
れ
は
、
救
急
業
務
に
対
す
る
住
民
の
正
し
い
理
解

と
認
識
を
深
め
る
た
め
に
、
昭
和
五
十
七
年
に
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
日
を
含
む
一
週
間
を
救
急
医
療
週
間

と
し
て
全
国
で
い
ろ
い
ろ
な
行
事
や
広
報
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

救
急
車
を
利
用
さ
れ
る
方
に
は
安
易
に
利
用
す
る
人

も
い
れ
ば
、
逆
に
が
ま
ん
し
て
症
状
が
悪
化
し
大
事
に

至
っ
た
り
す
る
事
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

救
急
車
は
次
の
よ
う
な
場
合
に
利
用
で
き
ま
す
。

0
火
災
、
地
震
暴
風
雨
な
ど
の
災
害
に
よ
る
傷
病
者
。

0
交
通
事
故
、
屋
外
や
公
衆
の
出
入
り
す
る
場
所
で

生
じ
た
事
故
に
よ
る
傷
病
者
。

〇
屋
内
に
お
い
て
生
じ
た
事
故
、
急
病
な
ど
で
他
に

適
当
な
搬
送
手
段
が
な
い
場
合
の
傷
病
者
。

ま
た
、
家
族
な
ど
に
事
故
が
起
ぎ
た
場
合
の
応
急
手

当
の
方
法
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
か
。

「
救
急
の
日
」
を
機
会
に
応
急
手
当
の
重
要
性
に
つ
い

て
家
族
な
ど
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

川
上
支
署
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
救
急
講
習
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

川
上
支
署

6
三
四
ー
ニ
八
五
一

救

急

の

日

上
支
署
だ
よ

工
川上支署
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ヽ
1, 

七
月
二
十
日
（
旧
六
月
十
九

日
）
予
子
林
客
神
社
で
、
氏
子

の
安
全
と
産
業
の
発
展
を
祈
願

し
て
、
古
式
に
則
り
『
輪
抜
け
』

神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
殿
に
、
露
を
含
ん
だ
チ
ガ

ヤ
で
作
っ
た
大
き
な
輪
を
か
か

げ
、
紙
人
形
（
男
性
は
白
色

・

女
性
は
赤
色
）
で
参
拝
者
自
身

輪

抜

の
体
を
な
で
て
、
無
病
息
災

・

事
故
防
止
を
祈
願
し
て
、
紙
人

形
に
息
を
ふ
き
か
け
、
社
殿
の

お
水
に
い
れ
ま
す
。
昔
は
、
相

撲
や
お
神
楽

・
福
引
き
付
き
も

ち
ま
き

・
出
店
等
で
大
変
賑
わ
っ

た
と
い
い
ま
す
。
今
も
な
お
地

な

ご

域
住
民
が
、
夏
越
し
祭
と
し
て

伝
統
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

け

ー
予
子
林
客
神
社
1

七
月
二
十
六
日
（
水
）
肱
川
中

学
校
の
三
年
生
が
、
鹿
野
川
大

橋
ー
高
砂
間
の
い
か
だ
下
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
い
か
だ

流
し
は
、
七
月
初
め
か
ら
準
備

が
進
め
ら
れ
、
生
徒
た
ち
に
協

調
性
や
忍
耐
力
を
培
い
、
肱
川

の
自
然
に
親
し
み
、
自
然
を
大

切
に
す
る
心
を
育
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の

で
す
。
当
日
は
、
先
生
か
ら
諸

注
意
を
受
け
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
身
に
つ

け
、
P
T
A
の
見
守
る
中
、
大

変
う
れ
し
そ
う
に
い
か
だ
に
乗

り
込
ん
で
い
ま
し
た
。
途
中
、

急
流
に
の
ま
れ
て
バ
ラ
ソ
ス
を

い
か
だ

流
崩
し
、
沈
没
す
る
い
か
だ
も
あ

り
ま
し
た
が
…
…
。
全
員
元
気

に
目
的
地
の
高
砂
へ
流
れ
着
き

ま
し
た
。
し

ー
肱
川
中
学
校
1
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恒
例
の
鹿
野
川
夏
ま
つ
り
を

例
年
は
八
月
七
日
に
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
日
曜
日

で
あ
る
八
月
六
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
十
一
時
か
ら

上
鹿
野
川
部
落
主
催
の
弁
天
さ

ま
の
祭
事
『
弁
天
宮
祭
典
』
が

行
わ
れ
、
鹿
野
川
商
店
街
の
出

店
『
び
っ
く
り
市
』
が
十
二
時

に
開
店
し
ま
し
た
。

商
店
街
で
は
、
町
内
外
か
ら

た
く
さ
ん
お
客
さ
ん
が
訪
れ
、

鮎
と
う
な
ぎ
の
つ
か
み
ど
り
大

会
や
く
じ
付
き
も
ち
ま
き
の
頃

に
は
、
大
変
な
賑
わ
い
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
夕
方
に
な
る

と
ゆ
か
た
姿
の
子
ど
も
連
れ
や

娘
さ
ん
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
特
設
会
場
風
の
オ
ソ
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
し
あ
わ
せ
ク
ラ

ブ
（
大
洲
市
）
の
『
歌
謡
、
ソ
ョ
ー
』

を
楽
し
ん
だ
り
、
出
店
の
金
魚

す
く
い
や
的
当
て
を
し
た
り
、

か
き
氷
で
暑
さ
を
し
の
い
だ
り

し
て
、
肱
川
町
で
の
夏
の
夜
を

そ
れ
ぞ
れ
が
満
喫
し
て
い
ま
し

こ。t
 さら
に
『
花
火
大
会
』
で
は
、

鹿
野
川
夏
ま
つ
り
行
事
の
し
め

く
く
り
に
ふ
さ
わ
し
く
、
見
事

な
花
火
シ
ョ
ー
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
わ

か
み
荘
か
ら
夏
ま
つ
り
に
参
加

し
た
入
居
者
の
み
な
さ
ん
も
、

き
れ
い
な
花
火
を
見
る
こ
と
が

で
き
て
た
い
へ
ん
喜
ん
で
お
ら

れ
た
よ
う
で
す
。

鹿
野
川
夏
ま
つ
り

夏
う
ま
い
冷
麺
の
条
件
は
、
ま

ず
よ
い
麺
が
基
本
。
そ
し
て
、

よ
い
汁

・
よ
い
具
が
備
わ
っ
て

う
ま
く
な
る
。
特
産
セ
ソ
タ
ー

で
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
だ
わ
り

を
も
っ
て
、
肱
川
れ
い
め
ん
を

作
っ
て
い
ま
す
。

特
産
セ
ソ
タ
ー
の
夏
の
い
ち

押
し
の
商
品
、
是
非
ご
賞
味
＜

だ
さ
い
。

夏
は
や
っ
ぱ
り

「
肱
川
れ
い
め
ん
」
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合

宿

ー

県
立
川
之
江
高
校
空
手
部

ー

七
月
二
十
三
日
か
ら
二
泊
三
こ
の
合
宿
は
、
八
月
に
岐
阜

日
の
日
程
で
、
川
之
江
高
等
学
県
で
行
わ
れ
る
イ
ソ
タ
ー
ハ
イ

校
空
手
部
の
合
宿
が
予
子
林
体
の
た
め
の
強
化
練
習
の
ひ
と
つ

験
交
流
館
で
行
わ
れ
、
三
十
人
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

分
の
食
事
の
お
手
伝
い
を
肱
川

町
さ
わ
や
か
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
が

受
け
入
れ
ま
し
た
。

食
事
づ
く
り
は
、
想
像
以
上

に
大
変
で
、
朝
の
味
噌
汁

・
タ

食
の
カ
レ
ー

・
焼
き
肉
な
ど
、

毎
回
米
四
升
の
ご
飯
が
あ
っ
と

い
う
間
に
な
く
な
り
…
・:0

大
変
作
り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
て
参
加
し
た
ボ
ラ
ソ
テ
ィ

ア
の
一
人
は
、
空
手
部
の
高
校

生
が
礼
俄
正
し
い
こ
と
に
大
変

感
心
し
た
と
い
い
ま
す
。
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県
道
肱
川
公
園
線
（
松
の
越

ト
ソ
ネ
ル
）
は
、
建
設
後
七
十

年
経
過
し
て
お
り
、
か
な
り
老

朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
今
後
の
通
行
に
支
障
の
恐

れ
が
あ
る
為
に
、
今
年
改
修
工

事
を
行
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
の
工
事
期
間
約
六
カ
月

間
は
、
全
面
通
行
止
め
と
な
り

迂
回
路
を
利
用
し
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

1

工
事
予
定
期
間

平
成
12
年
10
月
中
旬
ー

平
成
13
年
3
月
末
日

2

全
面
通
行
止
予
定
期
間

平
成
12
年
10
月
中
旬
ー

平
成
13
年
3
月
末
日

＊
日
時
は
確
定
次
第
放
送
で
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
。

大
洲
土
木
事
務
所
か
ら

お

知

ら

せ

と

協

力

の

お

願

い

プ

お知らせ

募 集

文

ヽ ご

2
人

3

迂
回
路

宇
和
島
バ
ス
は
、
大
成
か
ら

汗
嵐
線
を
経
由
し
て
藤
野
原
へ

の
運
行
と
な
り
ま
す
。

＊
こ
の
迂
回
路
以
外
に
、
大
成

か
ら
坂
石
に
出
て
国
道
1
9
7
号

線
を
経
由
し
て
瓜
生
谷
に
出
る

線
も
利
用
で
き
ま
す
。

1
採
用
予
定
人
員

2
受
験
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
。

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の

各
号
に
該
当
し
な
い
者
。

③
昭
和
52
年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
58
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者
。

④
平
成
12
年
9
月
21
日
現
在

肱
川
町
に
本
籍
ま
た
は
住

所
和
有
し
、
採
用
後
肱
川

町
内
に
居
住
す
る
者
。

3
試
験
の
日
時
、
場
所
及
び

発
表

ヽ
~

0
日

時

平
成
12
年
10
月
22
日
（
日
）

午
前
9
時
ー
午
後
5
時

②

場

所

肱
川
町
役
場

③
合
格
発
表

平
成
12
年
11
月
中
旬

本
人
に
文
書
で
通
知

4
受
付
期
間

平
成
12
年
9
月
1
日
（
金
）
ー

平
成
12
年
9
月
20
日
（
水
）

5
受
験
手
続
き
、
そ
の
他
の

お
問
い
合
わ
せ
先

肱
川
町
役
場
総
務
課

6
3
4
|
2
3
1
1
 

◆
受
験
資
格

昭
和
48
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
58
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
高
等
学
校
卒
業
者
又

は
卒
業
見
込
の
方

◆
受
付
期
間

平
成
12
年
8
月
21
日
ー

平
成
12
年
9
月
14
日

◆
第
一
次
試
験
日

平
成
12
年
10
月
8
日
（
日
）

◆
お
問
い
合
せ
先

大
洲
警
察
署
又
は
最
寄
り
の

駐
在
所

風おこしの町ひじかわフォトコンテスト作品募集

■テーマ
「川と水・風のある風景」

■応募規定
・サイズは 4切又はワイド 4切
・カラー・モノクロームの単写

真
・応募点数は一人 5点まで

・応募作品は自作未発表作品で

あること
•撮影時期は平成10年 1 月 1 日
以降とする

・応募作品は、返却いたしませ

ん。

■応募方法
応募票に、作品名・氏名・住所・

電話番号・撮影場所・撮影年月
日・コメソト (100字以内）を記
入のJ::.、作品裏面にセロテープ
等で貼付し、応募先に送付くだ

さい。

■応募締切日
平成13年 1月31日

■審査
審査は主催者が選任した審査委

員が行う

審査委員長は、川本征紀（二科
会写真部会員）を予定。

■賞
最優秀賞 1名＝ 3万円
優秀賞 2名＝ 1万円
佳 作 10名＝記念品

・入賞（佳作以上）の通知を受け
た方は、必ずネガ及びポジフ

イルムを提出してください。

・入選作品の著作権・使用権は、

主催者に帰属するものとしま

す。

■発表
平成13年 3月末までに入賞者に
通知致します。

入賞者は、乎成13年 4月29日の
肱川町政発足記念式典におい
て表彰します。

■応募先（問い合わせ先）
〒797-1592
肱川町役場風おこし課
「風おこしの町ひじかわフォト

コソテスト係」宛

TE  L0893-34-2311 

■主 催肱川町

ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー
ニ
級
課
程
受
講
生
募
集

ー
し
っ
か
り
と
し
た
技
術
と
資
格
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
ー

◇
開
催
時
期
平
成
12
年
10
月

か
ら
11
月
の
毎
週
水
曜
日

◇
開
講
日

平
成
12
年
10
月
4
日
（
水
）

◇

場

所

八
幡
浜
市
保
健
福
祉
総
合
セ

ソ
タ
ー

◇
対
象
者

母
子
家
庭
の
母
及
び
そ
の
子

女
ま
た
は
寡
婦
の
人

全
課
程
受
講
可
能
な
人

◇
募
集
人
数

20
名

◇
受
講
料

6
、
8
0
0
円

（
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
）

◇
し
め
き
り

平
成
12
年

9
月
14
日
（
木
）

◇
申
込
み
先

肱
川
町
役
場
福
祉
課

（
母
子
福
祉
係
）

6
3
4
_
2
3
4
0
 

＼` 
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何
に
使
う
の
？

「
社
会
福
祉
協
議
会
会
員
」

と
は
、
…
…

l 平成11年度社協会費収入額 ！ 
i 389,200円(973戸） ： 

〇主な使途
各小中学校児童図書の購入費 l 
100,000円
老人クラブ連合会助成金
100,000円
独居高齢者暑中見舞いハガキの購入費 l 
36,000円
各種福祉団体への育成費等 l 

...................……...............................……••••••…................…………......................... i 

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
は
、
わ
た
し
た
ち
の
手
で
支
え
た
い
。

社
会
福
祉
協
議
会
会
費
の

ご

案

内

社゚
協
た
よ
り

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら

の
地
域
福
祉
活
動
を
支
え
る
た

め
の
事
業
資
金
と
し
て
、
会
費

を
ご
提
供
く
だ
さ
る
方
を
会
員

と
お
呼
び
し
て
い
ま
す
。
肱
川

町
社
協
は
、
全
戸
会
員
制
に
よ

り
、
町
民
す
べ
て
の
皆
様
が
会

員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
肱
川
町
」
を
単
位
と
し
た
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
深
め
き

め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
の
事
業
資
金
と
し
て
い

ま
す
。

納
入
方
法
は
？

今
年
も
八
月
を
会
費
納
入
月

と
定
め
、
部
落
長
さ
ん
を
通
じ

て
納
入
の
お
願
い
を
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

膨II町社会福祉協議会

匹 (0893)34-2312 

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か

ら
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

八

重

栗

山

本

宏

様

久

保

堀

尾

浩

爾

様

会
費
の
額
は
？

一
般
会
員

年
額
四

0
0
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

第
3
位

小

藪

c

第
2
位

大

谷

B

第
1
位

小

藪

A

ー

団

体

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
成
績
結
果

第
八
回
グ
ラ
ソ
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
、
七
月
四
日
（
木
）
、
町
民

グ
ラ
ソ
ド
で
、
公
民
館
と
共
催

で
行
い
ま
し
た
。
大
会
当
日
は

天
候
に
恵
ま
れ
、
十
八
チ
ー
ム
、

約
百
二
十
人
が
参
加
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
い
か
ん
な
く
発

揮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
イ
ソ
ワ
ソ
も
続
出
し
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

成
績
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。な
お
、
こ
の
大
会
は
、
十
月

一
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
ス
ポ

レ
ク

0
0
八
幡
浜
大
会
の
予
選

も
兼
ね
て
お
り
ま
す
。

2

個
人
の
部

第
1
位

瀕

平

茂

明

第

2
位

亀

井

定

市

第

3
位

中

居

喜

代

光

第
4
位

森

岡

ミ

ヨ

カ

第

5
位

上

野

光

孝

第

6
位

藤

井

里

見

第
7
位

永

田

キ

ミ

ェ

第
8
位

長

岡

タ

ケ

子

第

9
位

櫻

田

博

第

1

0

位

矢

野

悟

第
1
1
位
三
瀬
丑
夫

第
12
位

浅

井

義

明

., 
・ニ

.• -

―. 
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グ
ラ
ン
ド
コ
ル
フ
大
会

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
続
出
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せっかく出したひこば
えや脈萩きが切られると、
エネルギーが足りない上

いる不は、見舌しいと言わ

に、さらに葉を出すエネ
れ、剪定されてしまいます。 ; ¥1名rd‘.) ---

ルギーを使うことになり、 ＂ュヤ
・ でも木はどうしてひこばえ I’‘ , l ＼ ⑥此， 9 

木は弱ります。
土壌改良や発根促進を
して樹木の活力を高め、
ひこばえや胴吹きに頼ら
なくてもよいように木の

＼、ゞ グ／1亡／ I代雰芸況平、こ雰I防 ， Iけ］J＇ t | 

！［四憑`ジ ：こ＿」ひこばえや胴吹きを大切 'i. ¥， Ji, 
，↓ : ·t~r ~t 、

叫罰し烹99 〗り心攣 r〖[ ［1行如訃I誓

： 
びこ（さえか出ない沐、

日本のクロマツやアカマツは
エネルギーが足りなくなっても、
応急処置でひこばえや朋吹きを
出すことができません。

ひこばえや胴吹きが出ないの
で枝が落ちた跡と枝分かれの
数をたどっていくと樹齢がわか
ります。

9
-
云
,C

日
本
の
松
は
な
ぜ
曲
が
っ
て
い
る
の
か

（

ぐ

い

う

の

か工呵）
i片
直
多
ど
も
。

伽

屈
叫
詈
り
[
`
此
彗

ば

ー

は

も

の

て

し

叫

松

る

本

つ

で

，
の
い
日
が
の

＇
外
て
、
曲
い

弘

＇
海
っ
に
て
多

立
の
し
が

い
受
側
長
ら
の

多
を
と
成
か
る

が
害
る
ら
だ
い

虫
食
れ
が
。
て

害
が
枯
な
す
っ

の
端
が
り
ま
が

松
先
端
が
り
曲

は
の
先
曲
な
は

に
松
。
に
に
松

本
、
す
上
幹
の
。

日
め
ま
が
て
本
す

た
け
枝
し
日
で

ひこlかえをq)らないC‘‘
枝や幹には、芽生えないまま眠っている芽があ

ります。この芽を休眠芽（定芽）といい、木のエ

ネルギーが不足してピンチに陥った時、芽生えま

す。根元から生えるのがひこばえ、幹から出るも

のを胴吹きと呼びます。

森
林
組
合
だ
よ
り

絵 協
力
構
成

岩
谷
美
苗

研
究
会

堀
大
オ
（
財
）
日
本
緑
化
セ

ン
タ
ー

小
川
芳
彦（
現
代
農
業
よ
り
）

自
然
文
化
誌

ニニニ□］殆山事譲を蜘っていますか？冒〗
治山事業は、森林の維持造成を通じて山地に起因

する災害から国民の生命 • 財産を保全し、また、水

源のかん養、生活環境の保全 ・形成等を図る極めて

重要な国士保全政策の一つであり、安全で安心でき

る豊かなくらしの実現を図るうえで必要不可欠の事

業です。

現在、肱川町では、平成10年度から13年度まで、

水源地域整備（水源森林総合整備）事業を大谷地区で

行っています。

この事業は、ダム上流域の水資源の確保上重要な

水源地域において、森林の有する水源かん養機能を

高度に発揮させ、水資源の確保と国士の保全に資す

るため、荒廃地、荒廃移行地等の復旧整備及び荒廃

森林等の整備を面的、総合的に実施する事業です。

事業内容として、渓間工（谷止工：コソクリ ー ト）、

複層林誘導・造成（本数調整伐 ・枝落し）、路網の整

備（作業歩道等）を行っています。

事業についての問い合わせは、森林組合（課長 ：

中野）又は、林業改良指導員（主査 ：久保）まで

（大谷地区の概要）

森林面積 770ha 

人口針葉樹 430ha（森林面積の約55%)
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木を元気にするには、第一に豊かな土壌環境を
作ることです。良い土には、ほどよい水と空気と

贔閉酋乱竺叫：伶りぃ心・吠ふj¥J ▼ -＼、 植物に必要なミネラルが含まれています。そして

水：空気の割合が2:JしI
、、 、9,、いパ 喝 ‘＼ ミミズや微生物たちが落ち葉を分解し、腐植を作昌芦。たと言丁（／ 〗＼（）ごここご〗 贔攣磁慧詈’‘老ご＼

細 ～’...←/ヽ バ` ’C、• を

紐昂且□尺闘£―II、i誓
信

l 反，（と；， 、-̀t:+ lハ似 ＼j 『,＇ ，， I¥ \~況叫：［を
五亨
◎ 

おがくず、生ワラ等の未熟な有機物を埋
めると、分解菌が有機物の分解に地中の窒
素を使ってしまい、窒素不足になります。
未熟な有機物は、表面うすく敷きつめると
良いでしょう。 つ

根の先端のそばに、深さ約 1m、直径1? -• ―-
~50cmぐらいの穴を根を傷めないよっ 1... 

-----• 一つープ一ー，ト 9 -/／〉／←—こご—- ----::. 

数力所掘り、完熟した堆肥を埋めます。こ
れを毎年場所をかえて行いましょう。 ／ • • 、9 ／ ン／ 乙こ ・` 一^

公園等では、落ち葉を清掃していま
落ち葉を分解する生物が少なくなり、ミ
ルや循環が絶たれてしまいます。さらに
葉で覆われてないと、表面が乾燥しやす

べ苓‘ ”̀̀9,ノク// 踏圧により固結しやすくなります。

大切にしたい木は、人が木のまわりを ⇒淡尉:乙□鳳尻尻免立誓：
踏み固めないように、すのこ等を渡し、 /-ム-て 土が踏み固められてしまう-‘
根元を保護すると良いでしょう。 土は掘った順番に元に戻しましょう 酸素が入り込めず、根は呼吸できません。

物も棲めなくなり、腐植の乏しい土になりま
す。

←---------------------------------------------------------i 
-. 

l --頁亘囀 ーい三ぷ！！ I ＝ 一一 ， ；［h-茸市況・ ！ 

！ 
! ，-- -- i 
！ 優良材生産は直材づくりから．I ! 椎茸生産はクヌギ林造成から．/ i 
！ : .  ・-・・--- : 
！ 平成12年7月17日市 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I .! ！ 
！ 県森連市況 ．！ 

大洲木市 （単位面当り：円） 市売日•• •平成12年 7 月 17 日
！ 市売数蓋•940ケース 20,500kg ! 
！ スギヒノキマッ 平均単価 2,297円 ！ 
！長さ末口径 その他銘柄別単価 ！ 

直曲がり直曲がり 直
! 7cm下本 260本 210本 330本 230 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場 i
! 8CID上本 330本 280本 435本 425 こうこ ' 特用大 3,000~ 4,000 保 ！ 

I 14 mll4 cm上is,sooI ・9,soo I 30,600 I 22,000 l1scm上20,000
18 CID上15,700I 8,000 I 34,500 I 28,000 ~4CI上 24,000

！ 大 厚 4,000~ 5,800 保特用中 3,000~ 4,000 保！

! 24 cm上15500 35 500 28 000 ClJ:34000 中 厚 4,500~ 6,000 保特用中小 2,500~ 3,500 保 ！ 

! 7cm下本 156本 106本 223本 106 中小厚 2,500~ 4,000 保特用小 l,800~ 2,500 保 ！ i I~ _l/1:［下。，500本 160百，200本 225 小 厚 1,200~2,500 保大パレ 2,000~ 3,000 保！

! 3 m14 cm上17,100 9,000 31,100 24,900 18CIIJ:18,000 大ウス 3,000~ 5,000 保中バレ 2,000~ 3,000 保 ！ 
I I 11 8 CID上16,()()0I 10,600 I 34,8()() I 30,600 ~4CI上 20,000 中ウス 3,000 ~ 4,500 保中小パレ 1,500 ~ 2,000 保 ！ 
! 24 cm上153007 000 27 500 20 90O CII上23000 中小ウス 2,000 ~ 3,000 保小バレ 300 ~ 800 保 ！ 
r I II cm下本一本一本一本一t 2m  8CID上本一本 一本一本一 小ウス 1,000~2,000 保変形 800~ 2,000 保！
16 cm上 3CI上 ジャミ 300~ 1,500・ 保色悪ウス 800~ 1,500 弱！

！ t 30 cm上 Cl上 どんこ大 ～ ！ 
13 CID上20,000111,000152,soo141,100

色悪バレ 300 ~ 1,000 弱

! 6 m 18 CID上2010017 500 44 700 41 200 どんこ中 3,500 ~ 4,500 保 Ij粒ドンコ ～ i 
！特選 どんこ小 1,500~3,000 保スライス 300~ 3,000 保！

！ 足 場 1m当たり円～円 概況依然として小葉～ジャミ系の出品が多く、出品数量の約43％を占めた。 ！ 
！ 入荷減の為桧材3m、6m、柱中目共に買気有り。強気配で推 全体的にはほぽ保合で推移したが、軽めの品柄は高く、重量のあるもの ！ 
｝ 備考移。小径材及び杉材保合。桧枝打材品薄で売行良好強気。 は安い傾向が続いている。: iJ.~~'91.i"J7J'tlt~'-l ~'-:>o : 

l----------------------------------------------------------' 
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八
月
二
十
六
日
に
風
の
博
物
館
で
開
催
す
る
「
ド

ラ
ゴ
・
ソ
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム

」
事
業
の
一
環
で
ド
ラ
ゴ
ソ

ア
ー
ト
（
絵
の
部

・
詩
の
部
）
を
募
集
し
ま
し
た
。

絵
の
部
は
、

五
百
十
二
点
（
一
般
七
十
三
点
・
中

学
生
以
下
四
百
三
十
九
点
）
詩
の
部
は
、
百
三
十
六

点
（
一
般
―
―
―
十
五
点
・
中
学
生
以
下
百
一
点
）
の
応
募

が
あ
り
、
審
査
し
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
か
ら
「
今

回
の
作
品
審
査
は
、
良
い
作
品
ば
か
り
で
苦
労
し
ま

し
た
。
」
と
高
評
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
一
点
・
優
秀
賞
二
点

（
詩
の
部
一
点
）
・
佳
作
五
点
（
詩
の
部
六
点
）
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ド
フ
コ

-Itltfら

尻
み
ご

i:
--Jo

オ

、乞，

‘~
’
-
r
ふ
賓

一
こ
し
雰
ず
7
-；

き
交
一
ー
ニ
一
丁

i
]
：
9と
、

ド――
']；
f
-K

.

＿-
．

―

―
i

.
 

ぞ
―)
)（＇Lす
一
4

-
)

アー
ぢ
'・
で、
1

•
一↓
丁
；
＇
こ
ヘ
ャ'

-」
--
)い
よ
。

―

-
．
-
―
―
―
―
―
-

ーヽ・

＿ド

う

丁

ン

一い

し
E

]

屯

t
ほ

う

よ

ドラゴンアートコンテスト

詩の部（中学生以下）最優秀作品

徳山優也（大谷小2年）

Iu
,

t

 

？
ヽ
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匂
”
し
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)
、
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゜編集•発行

肱川町公民館
匹 (0893)34 -2307 

• •..• → → → ---＋ --

詩の部（一般の部） 絵の部（一般の部）

数戸内占戸；れ古臼-賞秀巴 応募総数‘龍ー 雀 元し石 ー面石玉来届＇ 玉炎夏石 `フ~賞”川'"秀8賞 神玉属優唇g巴氾託盆Lく-g g証包覧る g 杢包ぃg gの包包ゴにの
さの の

球地を ー夢 ソ龍が醒← 覚＝ん L龍_ こ L子— 風

五-十 L ←れ 門ヽに
七十 しと、し、

= ＼,..._ っ t.::.-

闊
の し L頃— 

闊 t よ
I 

下t山あ 鈴木ゆ 板野 山本 宮永 藤後 酒井 鈴木 庭木 松岡門と 和田 尾崎 齋藤 真田 広岡 澤田

託

、-- ，かりー、 、加代一、 福、敏―̀ ＇敏夫ー、 順、一、 早，苗ー、 、祐ニ一、 雙彰 翌英と 杢義 雙 圭映 差秀 雙千 竺昌

鈍東京 愛知墨 愛媛墾 兵庫墨 広墨島 阜雙岐 栃墾木 愛媛墾 都→東京―- 形-県山 ー 神奈川県 都-京府 児愛知 神奈J県|l 福墨岡 兵庫墨

、一ィ 、一‘

詩の部（中学生以下の部） 絵の部（中学生以下の部） ＇ I 

＇ 

： 冗募総数‘龍の届直ラ 了ラ 佳i 様~祠 i佳正iii,;川 i佳?？ラi優秀-賞?ドフーi 優秀賞- ?戸フー! 最優秀賞L→―’ 応募総数 -； 石匹E石子ど屈了ち雀⇒る＜ 屈閃註ぐ責- 心ラ秀-賞→青ロ苔秀円 ・： 
， ゅ包ゴ包ゴ包のgの包ゴ ゴ ゴ ゎ包の包羞も包ゅ包＜在 ゴ 鬼 ： 
＇＜ソンよ I龍‘ノ‘ノン り I龍 うる ン ， 
百 ←え とはう にとい 四 L龍と— の ド ドがヘだに のいっ 百 ぶドララ町

闊 Lび— れ -
←てつ ． 伝説う

し ＝ し龍一 ラ ゴ ゴ に
が ょ 十 ゴ‘ノソき
つ Vこ ソ ―- L- t、-一
＜ あ

作九品水田 垣本 下石 -石戸 永冨 横山 ← 本岡 富谷中田 永冨 本岡店つ 山口 下木 村岡 堀川 徳山そ閏
ま

一、代一、 、裕貴 ，千夏ー、-カな‘ 絵、一り、 9幸江―、 -太隆 ,恵史ー、 優，也ー、ど 裕、美 早、智一、 、耕陽―̀ 至‘勇―̀ '智子ー、 文、香一、 、千夏一、 / 唯

~愛媛県—· 、愛媛県←- 媛̀  愛県 媛愛県 愛媛県 愛媛県 愛媛県 愛媛県 宮崎雙 墾愛媛 愛媛墾 墾愛媛 媛墨愛 墨静岡 愛媛墨 媛児愛

ヽ ‘t—ィ 、Lーィ 、t—夕 ｀`＇一-’

----- -------
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大
谷
小
学
校三
好
栄
美
子

「
父
母
の
教
室
よ
り
」

大
谷
幼
小
P
T
A
活
動
の
一
っ

に
、
約
二
十
年
前
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
父
母
の
教
室
が
あ
る
。
こ
の

父
母
の
教
室
は
、
各
地
区
集
会
所

を
会
場
と
し
て
、
保
護
者
、
教
職

員
、
地
域
の
方
々
が
集
ま
り
、
講

演
を
聞
い
た
り
、
座
談
会
を
し
た

り
と
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会

が
―
つ
に
な
っ
て
の
研
修
の
場
に

な
っ
て
い
る
。

本
年
度
も
、
去
る
七
月
二
十
八

日
、
久
保
集
会
所
に
於
い

て
佐
川

敬
先
生
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

同
和
教
育
に
視
点
を
お
き
、
”
「
う

さ
ぎ
」
が
な
い
て
い
る
“
と
題
し

て
、
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

ご
承
知
の
通
り
、
佐
川
敬
先
生

は
、
元
肱
川
中
学
校
長
と
し
て
、

肱
川
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
多

大
の
御
尽
力
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、

今
年
で
十
一
回
目
を
迎
え
る
肱
川

町
人
権
集
会
の
生
み
の
親
で
も
あ

る
と
お
聞
き
し
て
い
る
。
私
が
佐

川
先
生
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、

先
生
が
愛
媛
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
「
学
校
の
う
ち
そ
と
」

「
ほ
た

る
通
信
」「
落
陽
通
信
」
で
あ
る
。

当
時
、
私
も
こ
れ
ら
の
コ
ラ
ム
の

愛
読
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
あ
る

時
は
、
教
師
と
し
て
、
親
と
し
て
、

人
間
と
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
、
ま

た
あ
る
時
は
、
今
ど
き
の
若
者
も

捨
て
た
も
の
で
は
な
い
と
何
か
心

温
ま
る
、
す
が
す
が
し
い
気
持
ち

に
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

さ
て
、
先
生
は
、
今
回
の
講
演

で
、
八
幡
浜
松
柏
中
学
校
女
生
徒

自
殺
事
件
、
山
県
県
の
マ
ッ
ト
殺

人
事
件
等
の
背
景
の
中
か
ら
、
現

在
の
憂
え
る
社
会
状
況
、
こ
れ
か

ら
私
達
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
を

ご
自
身
の
貴
重
な
ご
体
験
を
交
え

な
が
ら
お
話
し
て
い
た
だ
い
た
。

マ
ッ
ト
殺
人
事
件
で
、
い
じ
め

ら
れ
マ
ッ
ト
の
中
で
絶
命
し
た
少

年
が
残
し
た
作
文
の
一
節
を
紹
介

し
て
い
た
だ
い
た
。

「
日
本
は
、
今
、
世
界
一
の
経
済

大
国
で
す
。
で
も
、
何
だ
か
貧
し

く
さ
び
し
い
で
す
。
心
が
…
…
。
」

今
、
十
七
歳
事
件
を
は
じ
め
と

し
た
少
年
犯
罪
が
後
を
絶
た
な
い
。

子
ど
も
は
、
大
人
の
後
ろ
姿
を
見

て
育
つ
。
私
達
大
人
が
、
心
と
優

し
さ
を
と
り
も
ど
し
人
間
ら
し
く

生
き
る
姿
を
示
す
こ
と
が
、
多
く

の
言
葉
で
諭
す
よ
り
も
大
切
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、

う
さ
ぎ
の
よ
う
に
小
さ
な
声
で
泣

い
て
い
る
人
が
側
に
い
た
ら
、
本

当
の
優
し
さ
で
支
え
て
あ
げ
よ
う
。

子どもたちの明Bを信じて
二二四．国地区：同和教育研究会二二

平
成
十
二
年
度
（
第
十
六
期
）

明
老
大
学
の
開
講
式
を
七
月
二

十
八
日
（
金
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
受
講
生
は
、
各
老

人
ク
ラ
プ
か
ら
推
薦
を
受
け
た

二
十
二
名
で
、
開
講
式
に
は
、

宮
田
助
役
、
和
氣
社
会
福
祉
協

議
会
長
、
中
居
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
長
か
ら
祝
辞
を
い
だ
た
き
、

館
長
の
趣
旨
説
明
の
後
肱
川
町

の
紹
介
ビ
デ
オ
「
風
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
を
上
映
し
ま
し
た
。

今
回
を
含
め
来
年
の
二
月
ま

で
月
一
回
、
計
八
回
行
い
、
音

楽
・
陶
芸
・
料
理
•
町
内
外
研

修
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
教
養
を

七
月
六
、
七
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
徳
島
市
で

「
第
四
十
七
回
四
国
地
区
同
和
教
育
研
究
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
四
国
各
地
か
ら
約
五
千
人
の
教
職
員
・
教

育
行
政
関
係
者
・
各
種
団
体
・
市
町
村
住
民
が
参
加
、

肱
川
町
か
ら
も
四
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
部
落
問
題
の
完
全
解
決
を
め
ざ
し
、

人
間
の
尊
厳
と
人
権
の
確
立
を
図
る
教
育
を
研
究
し

よ
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
体
会
で
は
、

「
子
ど
も
た
ち
の
明
日
を
信
じ
て
」

歩
み
、
「
四
国
は
ひ
と
つ
」

「
一
人
の
百
歩
よ
り
、
百

人
の
一
歩
前
進
」
を
合
言
葉
に
、
大
会
宣
言
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
十
一
分
科
会
(
+
六

会
場
）
に
分
か
れ
、
事
例
発
表
の
後
、
差
別
や
人
権

問
題
の
解
消
に
向
け
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

受講生のみなさん

高
め
る
学
習
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

郷
土
の
伝
説

「
庄
屋
と
女
中
」

和
氣
庄
屋
の
家
に
小
田
郷
か
ら
来
た
女

中
が
い
た
。
そ
の
女
中
は
「
お
だ
さ
ん
」

「
お
だ
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

あ
る
と
き
、
と
言
う
て
も
布
団
の
洗
濯

と
言
う
か
ら
秋
口
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、

今
の
河
辺
川
に
行
っ
た
。
洗
濯
も
終
わ
っ

て
女
中
が
澄
み
き
っ
て
流
れ
ゆ
く
水
面
を

見
て
い
る
と
、
若
い
女
中
の
こ
と
だ
か
ら

泳
ぎ
た
く
て
た
ま
ら
な
く
な
っ
た
。
辺
り

を
見
回
し
て
も
人
の
気
配
は
無
い
。
秋
の

日
だ
と
い
っ
て
も
夏
の
日
と
同
じ
く
ら
い

の
暑
さ
だ
っ
た
。
洗
濯
を
し
て
い
る
間
も

汗
だ
く
に
な
る
暑
さ
だ
。

山
か
ら
来
た
女
中
だ
か
ら
泳
ぎ
は
あ
ま

り
上
手
で
は
な
か
っ
た
が
、
水
の
中
に
入
っ

た
。
「
あ
あ
、
気
持
ち
よ
い
。
」
し
ば
ら
く

泳
い
で
岩
に
は
い
上
が
る
と
、
岩
の
こ
け

で
滑
っ
て
小
岩
で
尻
餅
を
つ
き
、
亀
の
子

（
尾
テ
イ
骨
）
を
打
っ
て
し
ま
い
痛
く
て
歩

け
な
く
な
っ
た
。

庄
屋
は
番
頭
に
、
あ
ま
り
に
も
女
中
の

帰
り
が
遅
い
の
で
呼
び
に
行
か
せ
た
。
番

頭
は
、
喜
ん
で
川
へ
走
っ
て
い
っ
た
。
す

る
と
、
女
中
は
お
尻
が
痛
い
と
水
の
中
に

座
っ
て
い
た
。
番
頭
は
、
女
中
を
岸
に
抱

き
上
げ
た
。
そ
れ
か
ら
庄
屋
に
帰
る
ま
で

時
問
が
か
か
っ
た
。

後
日
庄
屋
は
、
女
中
を
小
田
へ
追
い
帰

し
た
。次
の
歌
は
、
そ
の
頃
の
歌
ら
し
い
。

手
ま
り
歌

お
だ
さ
ん
流
れ
よ
っ
て
番
頭
助
け
た

命
拾
う
て
恋
ま
で
拾
う
た

鯉
は
は
ね
る
げ
な
上
手
に
は
ね
る
げ

なお
だ
さ
ん
三
つ
上
番
頭
若
い

女
師
匠
じ
ゃ
お
月
が
泣
く
げ
な

す
げ
な
い
庄
屋
女
中
い
な
し
た

ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
よ
あ
い
こ
で
し
ょ

（
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

城
戸
寿
賀
債
）
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オリンピックを目指して
川上地区小学校水泳大会

ー・

川上地区小学校水泳大会が、7月21日（木）に、中野小学校プー

ルで開催されました。予子林小学校の伊藤美雪さんが選手宣誓

を行い、競技が始まりました。子どもたちは、友逹や保護者の

声援を受けながら一生懸命練習した成果を発揮しました。

大会結果は次のとおりです。

用意 ス ター 卜

■川上地区小学校水泳大会記録
学 男 子 女 子 学 男 子 女 子

種目
順

種目
順

年
位
氏 名 タイム 学校名 備考 氏 名 タイム 学校名 備考 年

位
氏 名 タイム 学校名 備考 氏 名 タイム 学校名 備考

1小山友規 1'31 " 2 正山 山下彩香 l'26" 8 正山 1冨永章博 47”4 大谷 浅井 萌 41"5正山
100 m フ 5 0 m フ

リ 2冨永章博 l'34”9 大谷 沖野文香 ]＇37" 3 大谷 バタ リ 2中宮隆志 54"8 正山 亀田瑠梨 50" 5 中野
自由形 l フライ I 

3上田拓郎 l'43" 1 正山 山根裕子 1'40" 0 中野 3井脇翔平 58”o 河辺 稲田良子 53"8 河辺

1中野尋由輝 1'49" 3 中野 伊藤美雪 l'46”o 予子林 1和氣裕明 16"7 中野 大森喜美代 16"5 予子林
100 m フ フ

リ 2笹木真吾 l'57”8 中野 松本汐里 1'46"7 中野 リ 2山本大介 17”7 大谷 中居真梨奈 1 7" 2 中野
平泳ぎ l I 

3五頭武広 2'08”2 河辺 中田智子 1'51”7 正山 2 5 m 3松田英明 18"1 河辺 河野夏未 1 7”5 正山

1大野拓朗 l'1 5" 4 予子林 山下彩香 l'1 0" 1 正山 自由形 4 1 山田翔馬 18"8 河辺 浅井 弥 19•1 正山
7 5 m フ

百個人メ リ 2松田英明 1'32•2 河辺 佐伯 鮎 l'11”0河辺 2中田雅也 19"0 正山 沖永まとか 19" 1 中野
ドレー I 下

3 亀田瑠梨 l'1 3" 8 中野 3徳丸勝也 19"9 中野 中塚美咲 19" 5 大谷

1和氣裕明 37" 1 中野 大森喜美代 36"3 予子林
4 
1出水翔太 27" 1 中野 岡本小夏 26"2 大谷

フ 2 5 m 
年

リ 2高尾勇太 39"6 大谷 中居真梨奈 39"1 中野 以 2東 建二 27”5 予子林 沖野由麻 29”4 中野
I 平泳ぎ 下

5 0 m 3山本大介 42• 1 大谷 河野夏未 39" 2 正山 3徳丸勝也 28"5 大谷 大森小織 29"4 予子林

自由形 1中田雅也 41”9 正山 浅井 弥 42"6正山 1中宮隆志 24"0 正山 浅井 萌 18"8正山
4 2 5 m フ

百2松本尚也 42•2 中野 岡本小夏 45"1 大谷 バタ リ 2井脇翔平 24•3 河辺 東 昌代 1 9" 3 予子林

下 フライ I 
3山田翔馬 42”5 正山 園南寺育子 45"9 正山 3野村佳弘 28"3 中野 城戸はるか 23"8 中野

1 中野尋由輝 48"9 中野 伊藤美雪 47"4 予子林 1中野 小 2920”2 予子林 2'1 1 "2 
5 0 m フ 150 m 

リ 2笹木真吾 54•5 中野 松本汐里 51”1 中野 メドレー 2正山小 2944"1 中野小 2'20"4 
平泳ぎ I リレ ー

3土居雅也 54"8 中野 中田智子 51 " 6 正山 3 河辺小 2'26" 7 

1大野拓朗 45"8 予子林 佐伯 鮎 44"3河辺 1大谷小 2'49"4 正山小 2'39”9 
5 0 m フ 200 m 

リ 2土居雅也 53”5 中野 東 昌代 46"1 予子林 2正山小 2'51”2 中野小 3'03"1 
背泳ぎ I リレー

3竹田 翼 1'oo・s大谷 三瀬真里奈 49"0 予子林 3中野小 3'10”2 大谷小 3'09"3 

ー
い
方
が
あ
る
。
そ
の
地

に
風
の
よ
う
に
や
っ
て

き
て
風
の
よ
う
に
去
っ

て
ゆ
く
こ
と
が
由
来
し

て
い
る
ら
し
い
。

「
地

の
人
」
は
、
昔
か
ら
住

ん
で
い
て
こ
れ
か
ら
も

住
み
続
け
る
人
の
こ
と
を
意
味

す
る
。
そ
こ
で
町
の
将
来
を
左

右
す
る
問
題
を
決
め
る
場
合
、

「
風
の
人
」
は
ど
う
い
う
か
か
わ

り
方
を
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
町
の
姿

は
そ
の
町
の
中
か
ら
見
た
場
合

と
外
か
ら
見
た
場
合
と
は
か
な

り
違
う
こ
と
も
多
い
。

「
風
の

人
」
が
経
験
し
た
こ
と
や
意
見

が
参
考
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
り

新
た
な
視
点
が
生
ま
れ
た
り
、

議
論
が
進
展
す
る
こ
と
も
大
い

に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

福
沢
諭
吉
は
「
文
明
論
之
概
略
」

の
中
で
、
文
明

・
文
化
を
す
す

め
る
の
は
他
と
の
地
域
の
交
流

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

「
地

の
人
」
と
「
風
の
人
」
の
関
係
は

化
学
反
応
に
お
け
る
化
学
物
質

と
触
媒
と
の
関
係
に
似
て
い
る
。

町
の
将
来
の
あ
り
方
を
左
右
す

る
問
題
に
つ
い
て
は
「
地
の
人
」

が
真
剣
に
考
え
判
断
す
べ
き
で

あ
る
が
、
そ
の
際
「
風
の
人
」
の

意
見
に
も
謙
虚
に
耳
を
煩
け
る

こ
と
も
重
要
と
思
う
の
だ
が
。
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レセン清掃報告卜

日

場

内

平成12年 7月20日

トレーニングセンター、グランド

草かり、つたとり、外壁清掃、窓

ふき、サンそうじ、モップかけ等

清掃に参加していただいたみなさん暑い

なかおつかれさまでした。

時

所

容

青年団だより

暑い中おつかれさまでした

ヒ
ョ
ウ
ド
ウ
コ
ウ
ジ

令
回
の
清
掃
で
、
僕
は
、
草

刈
り
を
担
当
し
ま
し
た
。
大
変

暑
い
一
日
で
と
て
も
疲
れ
ま
し

た
。
他
の
団
員
の
方
も
お
疲
れ

様
で
し
た
。

冨
氷
美
登
里

毎
年
掃
除
を
す
る
た
び
に
、

日
頃
の
感
謝
を
込
め
つ
つ
‘
＿

年
間
の
汚
れ
が
こ
れ
ほ
ど
凄
い

も
の
か
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。

と
に
か
く
暑
く
、
長
い
一
日

で
し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

令
回
七
月
三
十
日
（
日
）
に、

肱
川
町
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
郡
青
年
団
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日

は
雨
で
レ
ク
バ
レ
ー
大
会
に
変

更
に
な
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な

頑
張
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
、
と

て
も
も
り
あ
が
っ
た
大
会
に
な

り
ま
し
た
。
結
果
は
残
念
な
が

ら
肱
川
町
は
、
第
三
位
に
お
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
と

て
も
充
実
し
た
試
合
内
容
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
大
会

に
参
加
し
て
く
れ
た
み
な
さ
ん
、

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

喜多郡ソフトボール大会結果報告

＊雨天のためレクバレーに変更

日時平成12年 7月30日

場所肱川町トレーニングセンター

出場チーム

内子・五十崎・河辺・肱川

肱川町 3位

3
位
お
め
で
と
う

令
回
も
昨
年
に
引
き
続
き
雨

天
の
為
、
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
大
会

は
中
止
に
な
り
レ
ク
バ
レ
ー
大

会
に
変
更
と
な

っ
た
わ
け
で
す

が、

こ
の
大
会
、
ソ
フ
ト
ポ
ー

ル
の
県
大
会
出
場
を
か
け
た
大

会
な
の
で
私
と
し
て
は
、
「ソ

フ
ト
ポ
ー
）
で
勝
負
し
よ
う
ぜ
。
」

み
た
い
な
感
じ
で
、

非
常
に
憤

り
を
感
じ
て
い
る
今
日
こ
の
頃

な
の
で
す
が
、

当
日
は
恥
ず
か

し
な
が
ら
レ
ク
バ
レ
ー
で
も
し
つ

か
り
白
熱
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

来
年
は
県
大
会
に
い
く
ぞ
—
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友
和
さ
ん
、
英
里
さ
ん
ご
結

婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
二
人
で
、
笑
顔
の
絶

え
る
こ
と
の
な
い
明
る
い
家
庭

を
築
い
て
く
だ
さ
い
。
お
し
あ

わ

せ

に

。

青

年

団

＿
同

編

集

あ

と

ば

な

し

毎
巳
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
み
な
さ
ん
は
い
か
が
お

過
ご
し
で
す
か
。

青
年
団
の
夏
は
忙
し
か
っ
た

・:
・:
。
で
も
、
英
里
さ
ん
の
結

婚
と
い
う
め
で
た
い
こ
と
も
あ

り
、
忙
し
さ
な
ん
て
苦
じ
ゃ
あ

り
ま
せ
ん
げ

夏
休
み
も
残
り
少
な
く
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん

E

n
J
o
yし
ま
し
ょ
う
ね
。

そ
し
て
、
幸
せ
い
っ
ぱ
い
の

英
里
さ
ん
、
末
永
く
お
幸
せ
に
。
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月 の

・置I|.冨＇疇署
ヵ レ
保健センター
B34 -2340 

ング1-
［行事予定表 〕

種別 日（曜） 19了- 事 場 所 時 間

14（木） 介護者教室 中山町 10:00,----.,15:00 

成 18（月） 健康相談 小藪集会所 9 :30,..._,10:20 

人
健康相談 保健セソター 10:40'"'""'12:oo 

保

健 20（水） 竹の子ク ッキソ グ 肱川町公民館 9 : 30"-'13: 30 

26（火） 健康づくり料理教室 中津集会所 10:00"'--'14:oo 

6 （水） そよ風の会 保健セ‘ノタ ー 9 :30,-___,11:30 

精

神 1 （金） デイケア 保健セソター 8 :30,--._,16:30 

保 22（金） デイケア 保健セソター 8 :30,..___.,16:30 

健
29（金） デイケア 保健セ‘ノタ ー 8 :30,,...__.,16:30 

9月 の不燃物収集

収集日

収集地区

9月16日（水）

小畑井萩野尾

中野大谷地区

※前日に指定の場所へ

汗生肱栄

鹿野川

小藪 大和

日（曜） 主 な 19了- 事

1 （金） 2学期始業式（幼稚園・小・中学校）

5 （火） 不用犬回収

10(日） 父子家庭相談所

12（火） 町長と大谷を語る会

13（水） 町長ねたきり者訪問①

15（金） 敬老会（各地区）

17(日） 肱川町大規模林野火災対応訓練

18（月） 9月定例議会(~19日）

20（水） 明老大学（町内文化財めぐり）
町長ねたきり者訪問②
古紙収集

21（木） 定例部落長会

23（土） 肱川イベソト松山広場

24(日） 粗大ゴミ収集
• ̀  

小学校運動会

26（火） 不用犬回収

27（水） 町長ねたぎり者訪問③

28（木） 税金等出張受入れ

，
 

月 の当直医

日（曜） 病 院 名 電話番号

3 (日） 菊 原 医 院 26-0103 

菊原外科医院 24-4646 

10(日）

清 水 医 院 52-2883 

15（金） 本条脳神経外科 24-2841 

17(日） 石村整形外科医院 23-5767 

般
23（士） 大洲記念病院 25-2022 

24(日） 郷緒小児科医院 24-3936 

救 月・火 市立大洲病院 24-2151 

水 加 戸 病 院 24-5101 

急 木～日 大洲中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。
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